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小学校で今年度、中学校で来年度から新しい指導要領が実施されるのに伴い、デジタ

ル教科書の存在がクローズアップされている。文部科学省は、小学校の次期教科書改

訂が予定される令和 6 年度（2024 年度）からの本格導入を目指すとしてきた。 

 コロナ禍によるオンライン授業などの影響で、小中学校に 1 人 1 台の児童・生徒用

コンピューターを整備する GIGA スクール構想が前倒しされ今年度中に達成された

り、政府が社会のデジタル化を目標としたりする中、すぐにでも教科書が完全デジタ

ル化され、従来使ってきた紙の教科書が消えてしまうかのような風説が流れたことも

ある。 

 だが、このほど文部科学省は、デジタル教科書が本格導入される令和 6 年度以降も

紙の教科書は引き続き存続させ、紙とデジタルを併用していく方針を固めた。「紙の

教科書が消える」は、気の早い思い込みだったようだ。 

 それはそうだろう。私たちの社会は、江戸時代の寺子屋教育から紙の教材で学ぶの

が当たり前だった。明治に学校制度ができてからでも、150 年近く、紙の教科書を使

い続けてきたのである。それを全部デジタルに切り替えてしまうのは、そう簡単な話

ではない。 

 親も教師も、全ての大人が紙の教科書を使ってきた。それを無くしてしまうことに

は、どうしても抵抗感があろう。デジタル教科書導入には賛成してくれるだろうが、

全部そうなるというと、少なからぬ数の大人が心配になってくるのではないか。 

 自分たちは紙の教科書だったのに、それを無くしてもいいのか… との感

情論だけの問題ではない。コンピューター画面の多用が子どもの目にどのよ

うな影響をもたらすかの心配もあれば、一部脳科学者による脳のメカニズム

との関係を憂慮する声もある。 

 文部科学省が慎重な姿勢になるのも無理はないだろう。デジタル教科書の

利点は十分承知していても、混乱を避ける配慮は必要になる。 

 そもそも、紙かデジタルかの二者択一ではない気がする。今まで紙だけで

やってきた学習に、デジタルの良い点をどんどん取り入れ、有用な部分はす

ぐにでも切り替えていけばいい。だが、前々回のこの通信に書いた＜目的＞

と＜手段＞の話を思い出してほしいのだ。 

 デジタル教科書を取り入れていくのは、教育をすばらしいものにしていく

という＜目的＞のための＜手段＞である。＜目的＞は、あくまで、子どもた
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どうしても抵抗感があろう。デジタル教科書導入には賛成してくれるだろうが、全部そうなるというと、少なからぬ数の大人が心配に

なってくるのではないか。 自分たちは紙の教科書だったのに、それを無くしてもいいのか… との感情論だけの問題ではない。コン

ピューター画面の多用が子どもの目にどのような影響をもたらすかの心配もあれば、一部脳科学者による脳のメカニズムとの関係を憂

慮する声もある。 文部科学省が慎重な姿勢になるのも無理はないだろう。デジタル教科書の利点は十分承知していても、混乱を避け

る配慮は必要になる。 そもそも、紙かデジタルかの二者択一ではない気がする。今まで紙だけでやってきた学習に、デジタルの良い

点をどんどん取り入れ、有用な部分はすぐにでも切り替えていけばいい。だが、前々回のこの通信に書いた＜目的＞と＜手段＞の話を

思い出してほしいのだ。 デジタル教科書を取り入れていくのは、教育をすばらしいものにしていくという＜目的＞のための＜手段＞

である。＜目的＞は、あくまで、子どもたちの学習を深く豊かなものにすることであって、「紙の教科書を無くす」ことではない。 

 いずれ遠い未来には、紙の教科書どころか紙の本がなくなる時代が必ず来るではあろう。しかし、それはよりよいコミュニケーショ

ン媒体を作っていくという＜目的＞に向けて進んだ結果であって、無理にそうするものではない。 

 紙の教科書が無くなるとか、デジタルを万能視するとかの前に、今学校で学ぶ子どもたちにとって場面場面で最適な教材を選び、そ

れをスムーズに提供することこそ、教育に当たる者にとっての責務だろう。 

 現在の最大の課題は、紙とデジタルをどう具体的に組み合わせていくか、なのである。 
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